
1月からの国会に向けて、20万筆の目標で署名が取り組まれています。

民医連外の団体（東京土建や年金者組合など）からも、束になった署名が

届いています。

国は、来年4月から介護保険を効率化・重点化の名のもとに切り捨ての

方向で大きく変えようとしています。今、ここで大きな「NO！」の声を

あげなければ、国の思うとおりに進んでしまいます。

今まで広げてきた介護ウェーブのとりくみをさらに大きくしていきましょう！

＊12月末が〆切りです。 

集約した数を分かるようにして、全日本民医連事務局までお送り下さい。 

署名の他に

①「介護保険制度に起因する困難事例調査」

②「利用者・家族・介護職のひとことカード」

③「特別養護老人ホーム待機者状況調査①、待機者の事例調査②」 も提起されています。

＊最終集約は12月末です。①・③は、集計しやすいように、Excelファイルでお送りいただくと助かります。 

例年に引き続き、盛岡市中心部で「１１・１１介護

の日」行動にとりくみました。県連からケアマネジャ

ーやヘルパーなど12名、他団体も合わせ総勢約20名が宣伝・署名

行動に参加、45分間で署名90筆、チラシ約300枚を手渡しました。

対話の中で「70 代で 90 代の両親（2 人とも要介護 4）の介護を

している。介護疲れで親

よりも先に死ぬかもしれ

ない」「自己負担が増えた

ら特養を出なければなら

ない」等の悲痛な声が寄

せられ、さらに奮闘する

決意を新たにしています。

（岩手県事務局）

岩手

｢社会保障の解体は許さない！介護保険制度の抜本改善を！！」 

STOP！介護改悪 介護ウェーブ2014推進ニュース 

－介護の“Big Wave”を広げよう！－
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11月11 日午後1時から、長崎市浜町商店街の入口の鉄橋で介護改善署名活動を行いました。県連

内事業所から28名が参加、30分たらずで113筆が集まりました。宣伝では、介護職員が、現場の

実情を訴え、後半は、商店街をパレードして、1 時間の行動を終了しました。宣伝行動には長崎国際テレビの取

材もありました。                          （春風会 特養青葉苑 吉田共生）

葵会介護部・介護ウェーブ推進委員会「2014年11月10日号」より

「全国の学習・宣伝物」から見られます。 

ココ → http://www.min-iren.gr.jp/kaigo_wave/index.html

12 月 14 日（日）は衆議院選挙です。国会に行って議員さんに訴えるよりも、もっと簡単に自分の

意見を表明できるチャンスです。利用者さんの生活、介護職の仕事を支えてくれる人をしっかり選ん

で投票しよう！ 

長崎

京都

お問い合わせは、「介護ウェーブ推進本部」 事務局：諏佐（すさ）・吉澤 

☎ 03-5842-6451／fax 03-5842-6460／E-mail min-kaigo@min-iren.gr.jp


